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背景とねらい

多披性淳魚類で重要な水に資源あるカタクチイワンは,過去に上1詞期で大きな凍獲量変動

を起こし,その変動が日本れにおいても他海域と同様にマイワシの変動と道相関があることから,

その変動機構の解明は社会的にも関心が高い。カタクチイワシは仔 fl魚期 幼魚期 成魚期

のすべての発育段階において撫狂対象とされる。そのうち,成魚期のものは国産養魚への餌

卜として重要な位置を占め,仔 fft魚期 幼魚期のものは加工品としての需要が多いことから比

較的魚価が高く,撫獲対象として重要である。従つて,その著しいlFt少はlH業者のみならず養

碑業 カロエ業の経常に大きく影響する。

近年,地球温暖化にともなう海洋環境の変動,特に,水温変動によって現存量や種細成が

大きく影響を受けるプランクトンを餌とするいわし類は海洋環境の影響を直接受けることが予想

され,環境変動が漁業生産へ与える影響のメカニズムのれf tt5は重要な命題となっている。

日本海におけるカタクチイワンの漁獲

量は 1990年から2000年に力車ナて急激

に増力lしたが,近年再び減少傾向にあ

る。その郎生物である動物ブランクトン

の現存量においても1990年代に入つて

急増したが(南ら 1999),近年減少lLR向

にあり,漁獲量の変動パターンとの相関

関係が認められる(図 1).また,カタクチ

イワシは,その年間給産卵数が食物量

によつて大きく変動する魚柿とされてい

る(1 l u n t e r  aょ″′1 9 8 1 )。

筆者らは,郎 環境の変動がどのような

メカニズムで資源量の変動と関わりを持

つかを解明する
一環として,若 狭湾 山

陰沖のtr魚について,目 内容物から郎

生物を特定し,餌 生物量の経年変動と

産卵期の肥満l_j成熟度,1回 あたりの

産卵数の変動との関係について検討し

た。

日本第におけるカタクテイワラの漁種工の推移
(農ネ水産省統lt情報部資料より)
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日本海中部海域の動物ブランクトン現存量の推移
(気象庁海洋気象観測資料より)
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図1 日 本れにおけるカタクチイワンの漁獲量と

動物ブランクトン現存量の経年変化
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成果の内容

2002～2004年の 2～5月 に若狭湾～鳥取抑で定置網もしくFま掟網で漁獲されたカタクチイ

ワンを各月入手し,被鱗休長 100mm以 上の大型個体 (大羽)を対象として,目の 1硼ホルマリ

ン固定試料を用いて胃内容物の種査定 計数を行つた。胃に出現した個体数の害1合から,2
～5月 の若狭湾と鳥取沖におけるカタクチイワンの主たる餌生物は 3ヶ年ともカイアシ類,オキ

アミ類,端脚類と考えられた。そのうち個体数割合が最も高かった種はカイアシ類で,紙面の都

合上,2oo2年の胃内容物組成についてのみ図示したが,その割合は68～87%を 占めた(図2)。

また,カイアシ類の中でも特に重要な餌生物は産卵期直の 2～3)]ではカラヌスロカイアシ類,

産卵期の 4～5月 ではポエキロストムロカイアシ類と暖水性のカイアン類であつた(図3)。

2月 14日 4月 10日

日端脚類

ロオキアミ類

口十脚預

□腹足類

口汽卵

図 2若 水湾～鳥取沖で 2 0 0 2年に採集されたカタ

クチイワンにおける目内容物の組成 (個体数比)

2～ 3月 4～ 5月

ロポエキロストムロ

図 3胃 内容物におけるカイアシ類の組成

(個休数恥)

‖担
口等脚類

餌として特に利用されているカイアン類についてサ若狭湾における現行量の 2001～2004年

3～6月 のり」別経年変化を改良型 NORPACネ ット(日合 033m)に よる水深 150m(以浅は海底

付近)からの鉛直曳きによって採集して調べたところ,この 4年 間で 346月 は減少傾向,5月

は増加傾向を示しぅ郎料環境の良舛な時期が 5月 のみに短縮した(図4)。

2002～2004年 2～6月 の大羽雌魚を主対象としてj体重(BW,g),被 鱗体長(Bl,mm),生

殖腺 重 量 (GWサ =)を源J定 しぅ肥 満度 (CF二(BW一 GW)× 106/(BL3)及 び生殖腺 指数

(G酎=CW X 102/Bw)を 算出した。雌魚の月別 旬別平均肥満度は,2月 においてはいずれの

年も 10以 下であづたが,その後の変動傾向は各年で異なり,2002年 では 3月 上旬にすでに

11以 上と急激に増大し,その後減少する傾向を,2003年 では 5月 中旬まで緩やかに増加しJ

llを超えた後減少する傾向を,2004年 では4月 叫1旬まで緩やかに増加し,11を 超えることなく

その後減少するltB向を示した(図 5)。また,産 卵盛期である5月 における雌魚の GSIは ,2002

年 ,2003年 に比べて 2004年 が有意口<0001)と 一検定)に低かった(図 5)。

卵巣のブアン氏液固定試料を用いて,パラフィン切片を作成し,ヘ マトキシリンーエオシン染

色後検鏡し,Vamaぃ oto(1956)及 び Hunterす 2■(1985)に従って最も発達した卵母細胞の成

熟段階を調べたところ,卵 母細胞の成熟段階が夕P黄球期以降に達した雌の出現時期は 2002

年と2003年 では 3月 ,2004年 では 4月 と2004年 は成熟の開始が遅れた(図6)。

また,卵 母細胞径をビデオミクロメータ(Ottmpus VM 60型 )を装着した実体顕微鏡を用い

5月 1430日3月 4,0日

■キクロプスロ

ロハルパクテクスロ
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て測定して,その頻度分布から最も発達したモ
ードに含まれる卵母紳Л包数を求め,重 量法

(MacCregOr 1957)で1回 あたりの産りF数(BF)を,さらに体長で除した値,RBF(粒 /mm)を求

めたところぅ2004年 4月 ,5)ヨにおけるBF及 び RBF(粒/mm)はそれぞれ前 2ヶ年の同時期に

,ヒベて有意口<0001)と
一検定)に少なく,RBF(粒/mm)では,それぞれ前 2ヶ年の同時期の

64・0,56%未 満であつた(図7).
●2002    ● 2003    ● 2004
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図 4若 狭湾におけるカイアシ類の現

存量の月別経年変化
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図 5若 狭湾 鳥JI沖のカタクチイワシ雌におけ

る肥満度とと姫腺指数(G的の推移
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における成熟段階の推移
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図 74月 及び5月のカタクチイワンにおける1回あたりのたtl l数(左図)とその値

を体長で害Jつた値(右図)の経年変化

以上のことから,産 卵直前～産llll lll間,■の餌生物の多寡が雌魚の肥満度に影響し,それ

によって 1回 あたりの産卵数などの生物特性lLが変動すると推祭された。残された問題は,水

温などの物理環境と郎生物の種組成 現存量など餌料環境との関係 ,さらにそれら海洋環境

の変動がカタクテイワシの産卵期間サ産卵間隔ぅ総産卵数など産卵生態に及ぼす影響を定量

的に明らかにすることである。これらを解明することによつて,TAC対 象種とされている本種の資

源評価と TAC設 定の朴学的根拠となる生物学的許容漁獲量(ABC)算定の高精度化に寄与

し,本種を利用する漁業者のみならず養殖業,加工業者の経営の安定性の向上に貢献した

V 。`

なお,本成果は京都府立海洋センタ
ーの和田洋歳氏,久田哲二氏 (現京都府水産課),烏

取県水産試験場の志村 健氏)渡辺秀洋氏 (現鳥取県栽培漁業センタ
ー),富山県水産試

験場の井野慎吾氏らの多大なご協力のもとで福られたものであり,記して感謝申し'げる。
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